
主な花材 藪サンザシ （兵庫県産）

ミス菊 （広島県産）

ダリア咲マム （マレーシア産）

ベビーハンズ紅葉 （北海道産）

小菊(アズマ) （大阪府産）

藪サンザシ（ヤブサンザシ）の由来は、果実がバラ科のサンザシに似ていることにあります。 こ
の果実は赤い色をしており、藪に生えることからこの名前が付けられました。藪は草や低木が生い
茂っている状態を指し、サンザシはその果実が特徴的です。

花言葉：野性的な美しさ、自然の力強さ

ミス菊（水菊）の由来は、主に水湿地に生えることに由来しています。学名はInula ciliarisで、
和名は「水菊」から来ています。種小名の「ciliaris」は「睫毛のような毛が有る」という意味で
す。

花言葉：高貴、高尚、高潔

学名の「Chrysanthemum（クリサンセマム）」から「マム」と呼ばれています。主にヨーロッパで
品種改良された品種で、もともとの語源はギリシャ語で「金の花」を意味すると言われています。

花言葉：高潔、清らかな愛

花言葉の幸福な家庭は、赤ん坊の手を思わせる、指のように分かれた小さい葉から付いたと言われ
ています。アレンジやブーケに利用できます。

花言葉：幸福な家庭、愛情

小菊（アズマ）の由来は、主に「窮まる(きわまる)」という言葉に由来しています。この言葉は、
物事の終わりを意味し、菊が一年で最も最後に咲くことに因んで名付けられたとされています。

花言葉：元気、純情、真実

テーマ 山粧う(やまよそおう)


